
Title 隔離ザルの社会行動 : 事例Hideの特異な空中グルー
ミング

Author(s) 鵜飼, 信行

Citation 大阪大学人間科学部紀要. 1975, 1, p. 55-82

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/10647

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



隔 離 ザ ル の 社 会 行 動

一 事例Hideの 特異な空中グルーミングー

鵜 飼 信 行



隔離ザルの社会行動 57

隔 離 ザ ル の 社 会 行 動

Xl,

事 例Hideの 特異 な空 中グル ー ミングー

人 間 の場 合,親 生 児 期 を含 む幼 少 時 の生 活 体 験 が 後 の 人 格 形 成 に重 要 な影 響 を 持 つ こ と

1).2)
は,S.Freud以 来M.A.Ribble,R.A.Spitzな ど多 くの 研 究 者 に よ っ て指 摘 さ れ て きた 。

大 阪 大学 心 理 学研 究 室 で は,ニ ホ ンザ ル を対 象 に して 幼 体 期 の成 育 条 件 ひい て は 経 験 が 行

動 に お よぼす 影 響 に 関 す る実 験 的 研 究 を は じめ て10年 に な る。 これ ま で の 実験 の基 本 的枠 組

は生 後 種 々 の 時 期 に母 子 結 合 を分 断 して 幼 体 に孤 立 生 活 を一 定 期 間設 け,発 現す る行 動 変 容

を 見 る もの で あ り,ま た 生 後1年 以 後 に 同年 齢 で 同 じ く母 親 か ら隔離 さ れ た個 体 らを集 団飼

育 し,か か る変 容 した行 動 の 再 変 容 ない し修 正 を見 る とい う もの で あ る。 研 究 成 果 は各 所 に
3),4),5)

発 表 さ れ て い るが,そ の 基 本 的 知 見 を挙 げ る と,1)単 独 生 活 の 間 に常 同 行 動(Stereotyped

behavior)が 発 現 して 性 成 熟 の後 ーまで も保 持 さ れ る こ と,2)生 後1年 以 後 の 同年 齢 個 体 の

集 団飼 育 時 にお け る社 会 行 動 の乏 しさで あ る。

本 報 告 で は,生 後88日 目 に母 親 か ら隔離 さ れ1974年 に9歳 に な った 個 体Hide(オ ス)に 発

現 した一 見 奇 妙 に 思わ れ る特 異 な グル ー ミ ング行 動 に焦 点 を 合せ,そ の生 起す る条 件 お よ び

そ の意 味 を 探 る。 こ の よ う な行 動 を と りあ げ る の は,こ の行 動 が 比較 行動 学 的 に 種 々 の 問 題

を提 出す る可 能 性 を含 む と考 え るか らで あ る。

1.特1異 な グ ル ー ミ ン グ に つ い て

は じめ にHideの 行 な う 特 異 な グル ー ミン グ につ い て,生 起 す る事 態 との 関連 で そ の 現 象

※1本 研 究 は10年 来 大 阪 大 学 心 理 学 研 究 室 で 行 われ て きた 隔離 飼 育 ザ ル の行 動 発達 に 関 す る 協 同 研

究 のi部 で あ る 。終 始変 らぬ 御 指 導 に 対 し,前 田教 授,澤 田助 教 授,糸 魚 川 助教 授 に感 謝 い た

します 。

1)Ribble,M.A,Infantileexperienceinrelationtopersonalitydevelopment.Personalityand

thebehaiorvdisorders.

2)Spitz,RA,DieEntstehungderetstenObjekt-beziehungen.(古 賀 行義 訳 「母 子 関 係 の 成 り

立 ち」)

3)糸 魚 川 直 祐,日 本 ザ ル の行 動 異常 。 科 学 朝 日1971年9月 号 。

4)南 徹 弘,霊 長 類 の社 会 的 隔離 。 待 兼 山 論 叢,第7号,】973.

5)山 口勝 機,隔 離 飼 育 ニ ホ ン ザ ル の 行 動 。 待 兼 山 論 叢,第5号
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形 態 を 記述 す る 。

Hideを 観 察 す る た め,著 者 が そ の ホ ー ム ヶ 一 ジ の前 に坐 る とま もな くHideは,虚 空 に

向 け て,そ こに対 象 が あ るか の よ うに グル ー ミン グ を は じめ る。観察 者 はHideの ヶ 一 ジの 前

に坐 りつ づ け る ので あ るが,時 間経 過 と と もにHideの 行 動 は 次 の よ うに推 移 す る 。虚 空 に

向 け られ た グ ル ー ミン グ(以 下 空 中 グ ル ー ミン グ とい う)は,ま もな くセ ル フグ ル ー ミン グ に

移 行 す る。 セ ル フグ ル ー ミン グは 再 び空 中 グル ー ミン グ に な り,ま た セル フグ ル ー ミング に

ひ きっ が れ る。す な わ ち2様 式 の グル ー ミン グが 交 替 して生 起 す る の で あ る(FigureB,C,

X2D
,E)。 これ らの グル ー ミング に は,常 に リッ プス マ ッキ ン グが 伴 な う。 グル ー ミ ング が止

絶 え た 間 に,虚 空 を見 つ め てす る リッ プス マ ッキ ン グだ けが 生 じる こ とが あ る。 そ の よ うな

リッ プ ス マ ッ キ ン グ は,Nず れ か の タ イ プ の グル ー ミ ング に ひ きつ が れ る こ と もあ るが,グ ル

ー ミン グ が生 じな くな っ た後 に生 じる こ とが 多 い
。 さ ら に時 間 が 経 過 す る と,空 中 リップ ス

マ ッキ ング は 時折 思 い 出 した か の よ うに な さ れ るだ けで
,虚 空 を見 っ め る こ とが 生 じる。 そ

の後 眠 り こむ 場 合 が多 い 。 この よ う に経 過 す る一 連 のHideの 行 動 は,そ こ に含 ま れ る上 述

した 個 々 の行 動 の頻 度,持 続 時 間 が 観 察 機 会 に よ っ て異 る た め,一 連 の 行 動 パ タ ー ンが 停 止 す

る まで の期 間 は ま ち ま ちで あ る。しか し,ど の 観察 機会 に も,ほ とん ど同様 の経 過 が見 られ る。

Hideが 行 な うか か る特 異 な行 動 パ ター ンの 出 現 過 程 を分 析 す るた め観 察 条 件 を変 化 した。

条 件 設 定 の際 参 考 に した の は,自 然 集 団 に お け る個 体 間 グ ル ー ミン グ に関 して す で にえ られ

て い る知 見 と,空 中 グル ー ミ ング に 関連 して 直 ち に想 起 さ れ るK.Lorenzの 述 べ た 真 空 反 応

(vacuumaCtiVity)で あ る。

ニ ホ ンザ ル の 自然 集 団 にお い て
,母 子 に よ って構 成 さ れ る家 族 は,位 置 の 近 接 性 な らび に

社 会 行 動 の多 頻 度 性 か ら家 族 と して の ま とま りが認 め られ る。 集 団 内 で 生 起 す る グル ー ミン

グの 大 半 は母 子 間 で な され,そ れ以 外 に例 え ば 同胞 間 な どを加 え る と,血 縁 個 体 間 で な され

るの が ほ とん どで あ る。 もう1っ の グル ー ミング が多 く見 られ る個 体 関 係 は,交 尾 期 にお い

て 配 偶 関 係 に あ る雌 雄 の ペ アで あ る。 そ の よ うな事 実 か ら個体 闇 グ ル ー ミン グ は,親 和 的 意

6),7)
図 か ら な され る社 会 的 交 渉 だ と言 わ れ て い る。

ま た真 空反 応 と は,次 の よ うな行 動 で あ る。比 較 行 動 学 に よ る と,生 得 的 衝 動 は,中 枢 にお い

て 自動 的 に産 出 され る。 長 期 間 にわ た っ て あ る衝 動 が行 動 と して解 発 さ れ な い場 合,衝 動 エ

ネル ギ ー は蓄 積 され,不 適 切 な解 発刺 激 に よ って も反 応 解 消 を見 る こ とが あ る。こ こで 生 じる

※2リ ッ プ ス マ ッキ ン グは 「親 愛 の 表 情 」 と も言 われ,新 生 体 に母 親 が した り,交 尾 期 に オ ス が プ

ロ ポ ーズ の段 階 で相 手 の メス に す る の が 見 られ る。 個 体 間 グル ー ミン グ で,グ ル ー マ ーが す る

こ とが あ る が,セ ル フ グ ル ー ミ ング の 際 に成 体 が す るの は めず ら しい 。 ただ し,幼 体,未 成 体

で は,セ ル フグル ー ミン グ の 際 に生 じる こ とが あ る 。

6)古 谷 義 男,ニ ホ ン ザ ル の グル ー ミン グ。Primates,Vo1.i,No.1,1957.

7)Yamada,M.,Astudyofblood-relationshipinthenaturalsocietyoftheJapaneseMacaque.

Primates,vol.4,No.3,1963.
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行動を流出行動(overflowactivity)と 　(う 。 流出行動の極端なものとして,解 発刺激が全
8),9)

く存 しない事態で生 じるとされるのが真空反応である。真空反応の実例として提出されるも

のは次のものである。鳥かごに1羽 で飼われた雄のジュズカケバ トが交尾衝動の抗進によっ

て,単 純な形態で動きのない代用物に交尾をしかけ,代 用物 も取 り払われると鳥かごの角を

視的手がか りとして何 もない虚空に向けて交尾のディスプレイを した。またムクドリが捕食

する虫がい看いのにも拘らず,止 まり木か ら飛び上り,存 在 しない対象に向けて口を開け,

止まり木にもどると昆虫にとどめをさす動作をし,な にもないのに対象を飲み下す動作をす

るという例 もある。 しか しながら,生 得的行動に固有な心的エネルギーが中枢において自動

的に産出されるとするLorenzの 考想において理論的に重要な位置を占める真空反応である

が,全 く解発刺激が存在 しないというその発生条件に関しては多 くの批判がある。

1[.Hideの 生 育 歴

本 報 告 の ね らい は,空 中 グル ー ミン グ の発 現 を,生 育 歴 との 関連 だ け に も とつ い て 明 らか

にす る こ とで は ない が,隔 離 条 件 を よ り詳 し く述 べ,あ わせ てHideの これ ま で の グル ー ミ

ン グの あ りか た に触 れ る こ と は必 要 で あ ろ う。

Hideの 母 親 はGiniaと い う名 で,岡 山県 中 国勝 山 の 自然 集 団 で は,低 順 位 家 族 の 個 体 で あ

った 。1964年 捕 獲 さ れ,同 年 出 産 した 幼 体 と研 究 室 に送 られ て きた 。 父 親 は それ よ り前 に捕

獲 さ れ て研 究 室 に い たPakuと い う同 じ自然 集 団 の 出 自家 族 不 明 の 個 体 で あ る。

Hideは1965年 に 出生 し,以 後88日 間母 親 と と も に過 し,そ の 後 隔 離 さ れ た 。 同 年 出 生 の

Wako(オ ス,108日 目隔 離),Toko(メ ス,66日 目隔 離)と 比 較 してHideの 母 親 は 特 に

授 乳 に 関 して拒 否 的 な扱 い が見 られ た 。Hideは 生 後88日 か ら1年 まで 単 独生 活 を した 。単

独 生 活 の条 件 は,他 の サ ル とは聴 覚 的接 触 以 外 の接 触 を 絶 った もの で,授 乳,給 餌 は人 間 が

行 な い,ま た 定 期 的 に人 間 がHideの 前 に坐 って観 察 を行 な って きた。 この単 独 生 活 の 間 に,

ペ ニ ス の サ ッキ ング,ひ ざ を抱 え る,足 で頭 部 を リズ ミカル に打 っ,体 毛 を リズ ミカル に引

くな どの常 同行 動 が発 現 した 。生 後 約1年 で 同 年 出 生 のWako,Toko,お よ び 即 日隔 離 の

Goku(オ ス)と 同一 ケ ー ジ に入 れ る 出会 い 実験 が行 な わ れ た 。 そ の 後 再 び単 独生 活 を し,

3年 目か らは,定 常 的 にGokuを 除 く2頭 との共 生 生 活 とな った 。 当 時Hideは 最 も優 位 で

あ った。 そ の後 種 々 の実 験 の被 験 体 に な り,単 独 生 活 や他 個 体 との 出 会 い を経 験 した が,原

8)Lorenz,K,Playsandvacuumactivities.L'lnstinctbanslecomporementdesanimauxet

deL'homme,1956.

9)前 田 嘉 明,転 位 行 動 の考 察一 比 較 行 動 学 の立 場 か ら一 大 阪 大 学 文 学 部 十 周 年 記 念 論 叢,1959.
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則 と して3頭 で の共 生 生 活 で現 在 に 到 って い る。正 確 な 時 期 は 不 明 だ が,3年 目の 共生 に 入

って以 後Wakoに 優 位 を奪 わ れ て今 日に い た って い る。空 中 グル ー ミン グが 最 初 に見 られ た

の は,共 生生 活 に入 って 以 後 の こ とで あ る。

3頭 の 間 に は,現 在 ま で 個 体 間 グル ー ミ ング は観 察 さ れ て い な い。 抗 争 的行 動(agonistic

behavior)以 外 に見 られ る個 体 間 行 動 は,た が い を見 る こ と と時 々HideがWakoの 背 に手 を

か け る こ とだ けで あ る。HideとWakoは,他 の隔 離 ザ ル が 人 間 に グル ー ミ ング をす る の と同

じ状 況 を作 って も,人 間 に対 して 直 接 グル ー ミ ング を した こ とは な い。

II.観 察条件 と結果

Hideの 特 異 な空 中 グル ー ミン グ の発 生 を分 析 す る た め 種 々 の条 件 が 設 定 され た が,そ の

多 くに共 通 した 一 般 的方 法 を は じめ に述 べ る。

観 察 場 所:観 察 は主 に1(間 口)×0.8(奥行)×2m(高 さ)のホ ー ム ヶ 一 ジで 行 ない,観 察 者 は ケ ー

ジか ら1.5mの 位 置 に 置 か れ た 椅 子 に 通 常 坐 る。5秒 ご とに時 間 を告 げ る テ ー プ コー ダ ー を

セ ッ トし,自 由筆 記 で 時 間経 過 に合 わ せ て 行 動 を記 録 す る。

観 察 時 間:観 察 者 は通 常,給 餌 後1時 間半 で 観 察 位 置 に坐 り,ま もな く観 察 を は じめis分

間 行 な う。 通 常 観 察 で は雨 天 を除 く。 本 報 告 で は,1973年7月 か ら10月 の 問 に え た記 録 を扱

い,雌 との 出会 い そ の他 は交 尾 期 に行 な った。 な お原 則 と して1日2回 以 上 の 観察 は行 なわ

な い こ と と した 。

1.真 空 反応 か ど うか の検 討

a)単 独 条 件 のHideを 通 常 観察 位 置 で見 る状 況 。

虚空 に向 けて グル ー ミン グ をす る の は,隔 離 ザ ル の 中 で もHideだ け で あ り,観 察 機 会 に よ

り行動 の プ ロ フ ィル は変 化 す る。

1観 察 例 で は,ほ とん ど15分 に わ た って 空 中 グル ー ミ ング,セ ル フグル ー ミング,リ ップ

ス マ ッキ ン グの い ず れ か が 生 じて い る(FigureA-1)。

他 の例 で は,そ れ らの行 動 パ タ ー ンは7分 ま で に止 み,そ の後 は 眠 って い る。

空 中 グル ー ミング をす るHideの 姿 勢 は,以 下 の全 て の観 察 条 件 に もあ て は ま るが,写 真

に現 わ れ て い る よ うに観 察 者 に対 して 横 向 きや 後 向 きで は な く,必 ず 観 察 者 の い る方 向 に対

面 して い る 。 しか し,そ の 際視 線 は空 中 に 向 け られ,観 察 者 の 視 線 か ら はそ れ て い る。 この

こ とは,空 中 に 向 け て な され る リップ ス マ ッキ ング に もあ て は ま る。
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b)単 独 条 件 のHideを ビデ オ コ ーダ ーで 見 る状 況 。

これ はHideが 観 察 者 を認 知 で きな い 状 況 を意 味す るが,Hideは ほ とん ど うつむ い て 眠

って い る。僅 か に生 じた 動 き は,足 で頭 部 を つ か む,お よび手 に よる ペ ニ ス の接 触 とい うHide

に固 有 な常 同行 動 と,身 体 をか くパ タ ー ンだ けで,そ れ ぞ れ2,3度 生 じて い る 。空 中 グ ル

ー ミ ング
,セ ル フ グル ー ミ ング と も全 く生 起 しな い(FigureA-8)。

c)Hideと ケ ー ジメ ー トWakoの2頭 を通 常 観 察 位 置 で 見 る状 況 。

定 期 観 察 は この条 件 で 行 っ て い る た め観 察 例 は多 い が,こ の条 件 だ け は,FigureAに 観 察

例 を全 て 挙 げず,条 件 変 化 を は じめて 以 後 の3例 を 出 した。 いず れ の例 で も眠 る,水 を飲

む,あ るい は 移 動 な どに よ って 中断 す る以 外,空 中 グ ー ミ ング とセル フグル ー ミング の交 替

生 起 お・よ び空 中 リ ップ ス マ ッキ ング が見 られ た。 単 独 条 件 と比 較 す る と,優 位 なWakoの 影

響 で 場所 移動 が 増加 す るが,3行 動 パ タ ー ンの生 起 順 序 は,ほ とん ど同 様 で あ り,持 続 時 間

に も変 化 は ない と見 て よti(FigureA-1と2を 比 較)。 なおWakoと の身 体 的 接触 は,生

起 して い な い 。

d)HideとWakoの2頭 を ビデ オ コ ー ダ ーで 見 る状 況 。

観 察 は4例 あ る。4例 と も空 中 グル ー ミン グ は全 く生 起 して い な い(FigureA-9)。 そ の

うち2例 で は セ ル フグ ル ー ミン グが 生 じて い るが,観 察 者 が い る条 件 と比 較 す れ ば,そ の頻

度 は非 常 に少 ない(FigureA-2と9を 比 較)。 場 所 移動 の 多 い 例 で は,水 を飲 む,食 物 の

くず を食 べ る,糞 をさ わ る な ど外 部 環 境 に関 わ る行 動 が 多 く,隣 接 ヶ 一 ジ の個 体 と手 に よ る

攻 撃 的動 作 を し合 った 後 に2度Wakoに 抱 きっ き,1度 自分 の 手 を噛 む 。1例 で は,Wako

へ の変 向行 動 と して 隣 の サ ル に 攻撃 的 に 手 を 出 して い る。

e)検 討

ビデ オ コー ダ ー を通 した観 察,す な わ ち観 察 者 を認 知 で きな い 状 況 で は,単 独 条 件 で も

Wakoと と もに い る条 件 で も空 中 グ ル ー ミン グ とセ ル フ グル ー ミン グ の交 替 生 起 は全 く生 じ

て い な い。Hideの 前 に観 察 者 が 現 われ る状 況 で は,単 独 条 件 で も2頭 の条 件 で も同 様 に そ

れ らは生 起 す る(FigureA-1,2と8,9を 比 較)。

空 中 グル ー ミング を真 空 反 応 と解 し,グ ル ー ミング の解 発刺 激 が ない の に解 発 され る ほ ど

グル ー ミ ング衝 動 の蓄 積 水 準 が 高 い こ との現 わ れ と見 るな らば,ケ ー ジ メ ー トWakoと と も

に い る条 件 でHideか らWakoに グル ー ミ ング が な さ れず,空 中 グル ー ミング が生 ず るの は 理

解 で きな い。 空 中 に 向 け て 解 発 され る ほ ど,グ ル ー ミ ング解 発 の閾 価 が 低 下 して い る とす

る な らば,生 後2年 目か ら見 知 って,と もに 生 活 して きたWakoを 対 象 に グ ル ー ミング が な

され て も よ さ そ う に考 え られ る。

観 察 者 が い ない 条 件 で は,ど の観 察 例 で も空 中 グル ー ミング は い っさ い生 起 しな い。 真 空

反 応 で あ るな らば,観 察 者 の 存 在 に関 係 な く生 起 す る はず で あ る。
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ま た前 述 した よ うにHideは,人 間 を含 め て社 会 的 相 手 に対 して は,グ ル ー ミン グが で き

る と考 え られ る状 況 が あ っ て も,そ れ は観 察 さ れ て い な い 。 した が ってHideの 行 な う グ ル

ー ミン グ は空 中 に向 け られ る もの と
,自 己 の身 体 に 向 け られ る もの だ け で あ る。 この場 合,

グル ー ミン グが 生 起 しない 期 間 に そ の衝 動 が蓄 積 さ れ て,こ れ が空 中 グ ル ー ミング とな って

反 応 解 消 され る と考 え る と,Hideと 同 様 に 個 体 間 グル ー ミ ング を行 な わ な いWakoに も空

中 グル ー ミン グが 生 じて も よ さ そ うで あ る。 しか しWakoは セ ル フ グ ル ー ミング しか行 な

わ ず,空 中 グル ー ミン グ はHideに しか 見 られ な い。

以 上 の点 か らHideに 特 異 な空 中 グル ー ミン グ は,Lorenzの 提 出 した真 空 反 応 の範 疇 に

は 入 り難 い と考 え られ る。

観 察 者 がHideの 前 にい るか い な いか に よ って空 中 グル ー ミン グ,セ ル フ グル ー ミ ングが

生 じた り生 じなか った りす る とい う事 実 は,こ れ ら の生 起 が 観 察 者 の存 在 との 関連 で発 現 す

る こと を示 唆 す る。

自然 集 団 にお け る個 体 間 グル ー ミン グが 親 密 な関 係 に あ る個 体 間 に生 起 す る こ とはす で に

述 べ た 。Hideの 空 中 グル ー ミ ング を は じめ とす る一 連 の行 動 が 観 察 者 の 存 在 と関 係 す る こ

とが示 唆 され る以 上,つ ぎに 考 え られ る こ とは,Hideの 前 に 現 われ る人 間が 変 わ った な ら

ばHideの 行 動 は変 化 す るか ど うか,ま た 変化 す る と した ら どの よ う な方 向 に変 化 す るか で

あ る。

2.Hideの 前 に現 わ れ る 人 間 を替 え る実 験 。

個 体 間 グル ー ミン グ に 関す る知 見 を参 考 に して,Hideが 見 る頻 度 の高 い人 間が 存 在 す る

と き,お よ び見 た 経 験 の ない 人 間が 存 在 す る と き,ま た見 慣 れ た人 間 が変 装 す る と きの諸 条

※
件 を設 定 した。

a)見 慣 れ た 人 間が い る場 面 。

す で に述 べ た実 験 で の観 察 者(実 験 者A:筆 者)は,Hideの 誕 生 以 来 接 して き た人 聞で

あ る。 実 験 者Aが い る場 合 は,前 述 した よ うに空 中 グル ー ミン グ,セ ル フ グル ー ミ ング の

交 替 生 起 が 見 られ た 。

そ こで 他 の 見 慣 れ た 人 間 と して 実 験 者BがHideの 前 で観 察 した。実 験 者Aが い る場 合 と

同 様 に空 中 グル ー ミン グ,セ ル フ グル ー ミン グ の交 替 生 起 と空 中 リ ップス マ ッキ ング の連 続

が 生 じた(FigureA-4)。 ケ ー ジ ドア の 留 金 に 関 わ った 時 間 と眠 った 時 間 を除 く と,15分

間 は そ れ らの パ ター ンに 占 め られ た。

※ この実験条件 では,大 学 院生 根ケ山光一氏,お よび児玉 佐枝子氏,蓮 華一己氏か ら助力 をいた

だ いた ことに感謝 する。
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b)見 知 ら ない 人 間 が い る場 面 。

Hideが 見 た経 験 の な い 女性,あ るい は男 性 が それ ぞれ 通 常 観 察 位 置 に 坐 る。 実 験 者Aが

ビデ オ コー ダ ー を通 して観 察 記 録 した。

女 性,男 性 条 件 と もに空 中 グ ル ー ミング は全 く生 起 しな か った 。人 間 が い な い 条 件 と比 較

す る とセル フ グル ー ミング が多 くff:じた(FigureA-7)。 両 条 件 と も睡 眠期 間 が あ り,Hide

に 固有 な手 に よ る ペ ニ ス の接 触,足 で 頭 部 をつ か む パ タ ー ン は,人 間 の い ない 条 件 と同 様 生

じて い る。 足 で頭 部 を つ か む パ タ ー ンは 眠 る前 段 階 に生起 して い る。

c)見 慣 れ た人 間が 変 装 して通 常 観 察 位 置 に坐 る場 面 。

実 験 者Aが 白 ひげ,サ ング ラス,帽 子 を着 けた 。 この よ う に変 装 す る と空 中 グル ー ミ ング

は生 起 しな か った(FigureA-7)。 た だ し,こ の 条 件 を行 な った の は10月 下 旬 で 交 尾 期 に

入 って い た 。

い ず れ の 観 察 例 で も全 般 的 にペ ニス の接 触 が 生 じ,エ レク シ ョ ン も見 られ た。 隣 接 ケ ー ジ

の 発 情 した メス に攻 撃 的 に手 を出 す こ とが 多 い。 ビデ オ コ ー ダ ー に よ る観 察 と同様 にWako

の背 に触 る こ とが生 じ,Wakoと と もに ケ ー ジの 上 部 に 登 って 壁 を持 ち なが ら行 な う空 ぼ え

が 生 起 して い る。 な於,交 尾 期 にお い て も実 験 者Aが 変 装 しない 場 合 に は,非 交 尾 期 とほ

とん ど同様 に空 中 グル ー ミング,セ ル フグ ル ー ミング が生 起 した(FigureA-3)。

d)観 察 位 置 を変 え た 場 合 。

ホ ー ム ケ ー ジか ら通 路 と向 い の ケ ー ジを越 え て5m離 れ て実 験 者 が位 置 した 観察 は6例 あ

る。6例 中4例 で は,2様 式 の グル ー ミ ング の交 替 生 起 お よび空 中 リッ プス マ ッ キ ン グが 生 じ

て い る(FigureA-5)。 そ の う ち1例 で は,空 中 グル ー ミング は5秒 以 内 の もの が1度 だ

け生 起 し,セ ル フ グル ー ミングが 多 い。 空 中 グ ル ー ミン グの生 起 して い なN2例 の うち1例

で は,セ ル フ グル ー ミ ングが 生 じ,他 の1例 で は そ れ も生 じて い な い 。 グ ル ー ミン グの 生 起

しない 例 で は,ほ とん どの時 間眠 って い た 。空 中 グ ル ー ミン グが1度 だ け生起 した 例 と生 じ

な い例 で も睡 眠 期 間 が あ った 。

逆 に 実験 者Aが ホ ー ム ケ ー ジ に接 近 して位 置 した場 合 に は,ケ ー ジの 奥 へ 退 い て2様 式 の

グ ル ー ミング の交 替 生 起 が見 られ る場 合 お よ びHideが 実験 者 に 接 近 す る場 合 が あ る。 後 者

で は,い ず れ の グル ー ミング も生 起 せ ず,常 同 行 動 の1つ で あ る 自 己 の ひ ざ を抱 え る とい う

パ タ ー ンが生 起 す る。

e)検 討

空 中 グ ル ー ミング とセ ル フ グル ー ミン グの 交 替 生 起 お よ び空 中 リ ップ ス マ ッキ ング に 関 し

て は,Hideが 単 独 の 場 合 で も,ま たWakoと2頭 の場 合 で も,見 慣 れ た人 間 が通 常 観 察 位

置 に い る条 件 が あ る な らば,生 起 す る こ とが わ か る。Hideに と って 見 た経 験 の な い人 間 の

場 合 は もち ろ ん の こ と,見 慣 れ た 人 間 が 変 装 して い る場 合 に も空 中 グル ー ミ ング は全 く生 起
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しない 。

自然 集 団 にお い て,個 体 間 グル ー ミン グが 行 なわ れ る事 態 要 因 の うち,向 け られ る対 象 の

特 性 は,行 為 個 体 との親 しさ で あ る。空 中 グル ー ミン グ生 起 の事 態 要 因 に関 して は,Hideの

前 に現 わ れ る人 悶 のHideと の 関係 にお け る 特性 が 重要 な の で あ ろ う。 この 特 性 は,個 体

間 グル ー ミング を解 発 す る対 象 の 特性 と同 様,行 為 個 体 との 親 しさで あ る。 こ の一 致 に は,

必 然 性 が存 在 す る と考 え られ る。 す な わ ち,空 中 グ ル ー ミン グは,空 中 に向 け られ て い る と

はい え,そ の解 発 刺 激 が 見 慣 れ た 人 間 の側 に あ る とい う こ と を考 え ね ば な らな い 。

実 験 者Aが 遠 くに位 置 す る条 件 で は,空 中 グ ル ー ミン グが生 起 しな い こ とが あ った 。 この

こ とか ら,そ の 場 合 に は,通 常 観 察 位 置 の実 験 者 と比 較 して グル ー ミング の解 発 刺 激価 は減

少 す る と言 え よ う。 此 我 の空 間 的 距 離 の 増加 が ここ に意 昧 を持 って くる。 逆 にHideと 実 験

者 が身 体 接 触 可 能 な位 置 に な った場 合 には,い ず れ の グル ー ミン グ も生 じない 。 そ の場 合,

自己 の ひざ を抱 え る常 同行 動 が生 起 した 。Hideの 常 同行 動 の うち,ひ ざ を抱 え るパ タ ー ン

は 緊張 した場 面 で見 られ る。 こ こで は 此我 の空 間 的 距 離 の 極 端 な縮 少 が 意 味 を持 って くる。

い いか え れ ば,あ る適 切 な空 間 的 距離 が空 中 グ ル ー ミン グ発 現 の 要 件 とな って くる と考 え ら

れ よ う。

3.グ ル ー ミン グ の生 起 し難 い 条 件 の設 定 。

これ まで 述 べ た観 察 の条 件 は雨 天 を 除 き,給 餌 後1時 間半 か らホ ー ムケ ー ジ にお い て で あ

っ た。 それ らの条 件 は,グ ル ー ミング の生 起 に と って好 条 件 で あ る と考 え られ よ う。 そ こで

次 に見 慣 れ た実 験 者 が ケ ー ジ の前 に い る点 は 同 じに して,ク ル ー ミン グが生 じ難 い と考 え ら

れ る諸 状 況 の 発 見 を意 図 して 観 察 を行 な っ た。

a)雨 天 の 場 合

この観 察 はWakoと と もに い る条 件 で 行 った。

雨 天 の観 察 機 会 で は,晴 天 の場 合 と同 様空 中 グル ー ミン グ,セ ル フ グル ー ミ ング の交 替 生

起 お よ び空 中 リ ップ ス マ ッキ ング が 見 られ た。

b)空 腹 時(24時 間絶 食)の 場 合。

途 中,頭 部 を足 で つ か む パ タ ー ンが生 じて6分 ほ ど睡 眠期 間 が あ った が,そ れ 以 外 の時 間

は,両 様 式 の グル ー ミン グ も空 中 リップ ス マ ッキ ン グ も生 起 した 。 なお この観 察 もWako

と と もに い る条 件 で行 った 。

c)ホ ー ム ケ ー ジ以 外 の ケ ー ジ で の単 独 条 件 。

観 察2日 前 に0.5xlx1.5mの 実験 ケ ー ジ に 移 し,ケ ー ジか ら通 常 の観 察 と同 様L5m離

れ て行 な った 。
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観察 例 は2例 で,い ず れ で もセ ル フ グル ー ミ ング が多 く,空 中 グル ー ミン グ はわ ず か に生

起 した だ け で あ る。1例 で は5秒 以 内 の短 い もの が3度,他 の 例 で は4度 生 起 した(Figure

A-6)。 この他 に は,水 飲 み,く ず を喰 べ る な どの行 動 が 見 られ た 。

これ と比 較 す る た め,さ らにHideを 単 独 で 実 験 ケ ー ジに お い て ビデ オ コ ー ダ ー を通 して

観 察 した 。 こ の場 合 に は,グ ル ー ミ ング は いず れ の パ タ ー ン も生 起 しな か った(FigureA

-10) 。 そ して,実 験者 が ご く接 近 した場 合 に 見 られ た ひざ を抱 え るパ タ ー ンお よ び ホ ー ム

ケ ー ジで は あ ま り見 られ ない ロ ッキ ング とい う常 同行 動 が 多 く生 じた 。

d)摂 食 時 の場 合 。

給餌 直 後 か ら実 験 者 は通 常 観 察 位 置 に つ い た 。 は じめは 餌 を食 べ つ づ け,11分 で 食 べ か す

以 外 は な くな る。 そ の間Hideは,1度Wakoの 背 を さ わ る。 その 後 は 水 飲 み が行 動 の 多

くを 占 め る。水 飲 み 以 外 に摂 食 後 は じめて 生 じた行 動 を;挙げ る と,18分 後Wakoと と もに

ケ ー ジの 中 を廻 る。22分 後 ケ ー ジ の奥 で ペ ニス を触 る。26分 後 隣 接 ケ ー ジ の メ ス を 隙 間 か ら

攻 撃す る。 この 頃 に は,ほ お ぶ くろ を押 す,水 飲 み,ペ ニス を さわ る,メ ス を攻 撃 す る な ど

の行 動 が それ ぞ れ 生 じて い る。30分 後 は じめ て空 中 グル ー ミン グが 生 じ,32分 後 セル フグ ル

ー ミン グが 生 じた。

e)交 尾 期 に メ ス と出 会 わ せ た 場 合 。

通 常 観 察 位 置 か ら30分 観 察 した が,い ず れ の グル ー ミン グ も全 く生 起 しなか っ た 。発 情 し

た メス が プ レゼ ン テ ィ ング をす る と避 け て ケ ー ジ を登 り,上 か らメ ス の頭 をつ か ん で攻 撃 し

た 。 しば ら くす る と,上 部 へ 避 け る こ とは 止 み プ レゼ ン テ ィ ン グ をす る メ ス を背 後 か らつ か

ま え て 攻 撃 した 。 メ スが 攻 撃 を避 け て ケ ー ジの 上 部 に止 ま る と,下 か らメ ス の性 器 を 嗅 い だ

り,触 った り して 興 味 を示 す が,結 局 は 噛 み つ く。 メス に関 わ らない 時 に は,数 度 空 ぼ え を

し,床 の餌 くず を喰 べ て い る 。

f)検 討

雨 天,空 腹 とい う条 件 で は両 タイ プの グル ー ミン グが 生 起 し,こ れ らの影 響 は見 られ な

い よ うで あ った 。 そ れ らの条 件 よ り実 験 者 の 存 在 が よ りHideの 行 動 を規 定 す る と考 え られ

る。

慣 れ ない ケ ー ジ に移 さ れ た条 件 で は,実 験 者 が 同 じ距 離 に いて もホ ー ム ケ ー ジの 条 件 と比

較 して,空 中 グル ー ミ ング は頻 度 な ら びに 持 続 時 間 のい ず れ も少 な い。 ビデ オ コー ダ ー に よ

る観 察 で,ホ ー ム ケ ー ジ と実 験 ケ ー ジ とを 比 較 して も,ホ ー ム ケ ー ジ で は リ ラ ッ クス して い

る こ とが うか が え る が,実 験 ケー ジで は ひざ か か え,ロ ッキ ング とい う常 同行 動 が 多 く見 ら

れ,緊 張 の高 い こ とが示 唆 さ れ る。 す なわ ち,心 的 安 定 性 が 傾 く慣 れ な い 実験 ケ ー ジの 条 件

は,空 中 グル ー ミング に抑 制 的 に 作用 す る と言 え よ う。

餌 が与 え られ た事 態 で は実 験 者 がHideの 前 にい て も,15分 間 で は いず れ の グ ル ー ミン グ
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も生 起 しな い 。

交 尾 期 に メ ス と出 会 わ せ た 条 件 で は,30分 間い ず れ の グ ル ー ミング も生 起 しな い 。 その 関

わ りか た は,も っぱ ら攻 撃 的 で あ るが,メ ス に 関心 を惹 か れ た た め 実験 者 は 注意 を惹 か な か

った もの と考 え られ る。

ま た 当 然 の こ と なが ら睡 眠 の 見 られ る観 察 例 で は,通 常 観 察 にお・い て も両 タイ プの グル ー

ミン グの 頻 度 は減 少 す る。

ホ ー ム ケ ー ジで 実 験 者 が い る とい う同様 の条 件 で も,餌,異 性 個 体 が導 入 され た事 態 で は

それ らに関 わ る行 動 が 解 発 され,い ず れ の グ ル ー ミン グ も生 じない 。

Hideは 通 常Wakoと と も にい るが,交 尾 期 に他 の実 験 にWakoが 使 わ れ た た め,20日

目 に再 会 した ことが あ る。 この 際 に は,実 験 者 が い る に もか か わ らず30分 も の問 い ず れ の グ

ル ー ミン グ も生 起 しなか っ た。

通 常 観 察 は,変 化 の少 な い ほ ぼ恒 常 的 な状 況 にい るHideの 前 にい き な り実 験 者 が 現 わ れ

て 行 なわ れ る。 こ う した事 態 で は,実 験 者 は 図 的 性格 と して 恒 常 的 な地 か ら浮 彫 りされ や す

く,Hideの 注 意 を 集 め る と考 え られ る。 ま た 実験 者 よ り強 く行動 を解 発 す る対 象 が 他 に あ

る場 合 に は,い ず れ の グル ー ミング も生 じな い。 いず れ にせ よ空 中 グル ー ミ ング,セ ル フ グ

ル ー ミン グ の交 替 生 起 が他 の サ ル と関 わ る場 合 に は生 起 せ ず,実 験 者 に関 わ る時 に のみ 生 起

す る こと は確 か で あ ろ う。

伯 然 集 団 にお・け る個 体 間 グ ル ー ミング は,集 団 メ ンバ ー の多 くが くつ ろ ぐ休 息 時 に多 く見

られ る こ とが 知 られ て い る。 そ して摂 食 時,移 動 時 に は見 られ ない 。 交 尾 期 に コ ン ソ ー ト関

係 に あ る オ ス メ ス 間 に グル ー ミン グが よ く見 られ るが,Hideは メ ス に対 して は,攻 撃 す る

ばか りで あ った。Hideに 限 らず 隔離 ザ ル の オ ス は性 行 動 の展 開 が な し難 い 。 しか し隔 離 ザ

ル の 中で も相 手 に グ ル ー ミング をす る こ との で き るオ ス は,不 完 全 で は あ るが 性 行 動 が 可 能

で あ る。 自然 集 団 で生 育 した オ ス は ケ ー ジで 発 情 した メス と交 尾 期 に 出会 う と,ま もな くマ

ゥ ンテ ィ ング や グ ル ー ミン グをす る。 メ ス に対 して 攻 撃 行 動 だ け を 向 け る の は,母 子 隔離 を

受 け た オ ス の 特 徴 的 な あ りか た で あ ろ う。

以 上,空 中 グ ル ー ミング の 生 起 し難 い 条 件 を,個 体 間 グル ー ミ ング に 関す る知 見 を参 考 に

設 定 した の で あ るが,結 果 はお お む ね予 測 どお りで あ り,空 中 グル ー ミング は減 少 す るか,

も し くは何 ら生 起 しな か った の で あ る。
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IV全 体 的 検 討

i.

虚 空 の あ る点 を凝 視 して両 手 な い しは 片 手 をあ げ凝 視 点 の 辺 りを なで,そ して っ まむ よ う

なHideの 行 動 パ タ ー ン に対 し,当 報 告 の叙 述 の は じめ か らグ ル ー ミン グ と よ び,ま ぎれ も

ない グル ー ミン グ だ と述 べ て き た。 一 連 の 実験 観察 か らそ の 生 起 す る事 態 要 因 が 個 体 間 グル

ー ミン グ と類 似 して い る こ と は明 らか で あ る。 さ らに,空 中 グ ル ー ミング が セ ル フ グル ー ミ

ン グ と連 続 して 交 替 して 生 起 す る とい う現 象 が み られ る。 ま た行 動 パ タ ー ンが 個 体 間 グル ー

ミン グ と類 似 して い る。 これ らの事 実 か ら空r#aグ ル ー ミング と よん だ 行 動 パ タ ー ン は グル ー

ミング そ の もの の パ ター ンだ と言 え よ う。

z,

Hideの1日 の行 動 配分 を 明示 す る エ トグ ラ ム(Ethogram)を 作 る試 み は未 だ な さ れ て い

なNが,通 常 観 察 の 時 間 に実 験 者 が い ない 場 合 の あ りさ まは,ビ デ オ コ ー ダ ー に よ る観 察 か

らわか る。 そ の場 合 に は,睡 眠 が 多 く見 られ,頭 部 を足 で つ か む パ タ ー ン,ペ ニ ス を手 で さ

わ る こ とな ど,自 己 の身 体 に 関 わ る行 動 も見 られ る。 ケ ー ジメ ー トWakoと と もに い る場 合

に は,以 上 の ほか にWakoや 隣 接 ケ ー ジの個 体 との 接 触 も見 られ る。 とこ ろで,実 験 者 が

い る場 合 に も,こ れ と同様 の行 動 が 見 られ る こ とが あ る。 た だ し,そ れ は グル ー ミング の2

様 式 と空 中 リ ップ ス マ ッキ ング の連 続 が 止 ん だ 場 合 で あ る。 ま た,Wakoと20日 ぶ りに一

緒 に な った 時 に は,実 験 者 が い る に もか か わ らず,グ ル ー ミング は どの パ タ ー ン も生 じて い

な い。 この よ うな 点 か ら,通 常 観 察 にお け るHideは,恒 常 的 で 変化 の 少 ない 環 境 に飽 和 し

た 状 態 にい るた め現 われ た実 験 者 が注 意 を集 め る と考 え られ る。 そ して 時 間 経 過 と と も に実

験 者 がHideの 注 意 を惹 きえ な くな る こ と もよ く理 解 で きる 。 これ は刺 激 性 の 低 下 で あ り,

言 いか え れ ば 知 覚 的 順 応 過 程 を示 す と も考 え られ る 。

3.

Hideの 前 に坐 るの が 見 知 らぬ 人 間 あ るい は変 装 した実 験 者 で あ る場 合 は,他 の条 件 は 同

様 で あ る に もか か わ らず2様 式 の グル ー ミ ング の交 替 生 起 は生 じな い。 した が って通 常 観察

位 遣 にい る見 慣 れ た 人 間 が2様 式 の グル ー ミ ング の交 替 生 起 に重 要 な役 割 りを果 たす こ とは

明 らか で あ り,Hideに と って この よ う な特 性 を持 つ 人 間が これ らの グル ー ミング の解 発 刺

激 と な って い る と言 え よ う。

4

見 知 ら ない人 間 が い る場 合 に は,人 間 が い ない,す な わ ち ビデ オ コーダ ー に よる観 察 条 件

に比 較 して セ ル フ グル ー ミン グが 多 く生 じた(FigureA-7)。 この 事 実 は,Hideの 前 に



隔離ザルの社会 行動 69

い る人 間 との 関 連 を措 い て 他 に は考 え う る余 地 は な い。 この よ う な事 態 で の セル フ グル ー ミ

ン グ は,空 中 グル ー ミン グ と交 替 す る セル フ グル ー ミン グ と 同様 の生 起 機 序 を持 つ 可 能 性 が

あ る。 か か るセ ル フ グル ー ミ ング は,解 発 され た衝 動 エ ネル ギ ー が本 来 の対 象 に 向か わず 自

己 の身 体 に向 け て反 応 解 消 した もの と考 え られ まい か 。 同 じ よ うな過 程 を経 て生 起 す る と考

え られ るセ ル フ グル ー ミ ング は,自 然 集 団 の サ ル やHide以 外 の母 子 隔離 まで の 日数 が 長 い

隔 離 個 体 に も見 られ る。 自然 集 団 で は次 の よ うな例 が あ る。 そ れ は,個 体 間 グ ル ー ミング の

遂 行 中 に相 手 が 去 っ た場 合 や,グ ル ー ミー,グ ル ーマ ー の 交 替 が ス ム ーズ に 行 な わ れ な い

場 合 に生 じ る。 これ を示 す た め に,勝 山集 団 で 個 体 間 グル ー ミン グ を して い るペ ア を選 び,

行 動 パ タ ー ンの変 化 す る こ とに撮 影 した写 真 を挙 げ る。FigureF-7,G-2は 交 替 が ス ム

ー ズ に行 な われ な い事 態 で生 じた セ ル フグ ル ー ミング で あ る
。 この他 に,親 しい個 体 に接 近

した 場 合 に も見 られ る(FigureF-2,F-5,H-1)。 この うちFigureF-5,H-1で

セ ル フ グル ー ミング を して い るの は劣 位 個 体 で,優 位 個 体 に グル ー ミン グ をす る前 段 階 で生

じて い る。 自然 集 団 で は,社 会 的 接 触 を求 め る個 体 間 で は,セ ル フ グル ー ミン グが 信号 性 を

持 つ こ とが あ る。 す なわ ち セ ル フ グル ー ミ ング を して い る個 体 に接 近 して そ の前 に横 に な っ

た り,そ れ を して い る個 体 に接 近 して グル ー ミ ング をす る こ とは多 く見 う け られ る。 セ ル フ

グル ー ミン グが 信 号 性 を持 つ こ と は,そ れ を行 な って い る個 体 に個 体 間 グル ー ミン グの 準 備

性 が あ る こ とを示 して い る。 隔 離 ザ ル で 行 な っ た実 験 で は,サ ル が 人 間 の手 に グル ー ミン グ

を して い る時,人 間 の手 を急 に引 い た 場 合,あ るい は差 し出 され た人 間の 手 に グル ー ミン グ

をす る前 に セル フグル ー ミ ングが 生 じた。 以 上 挙 げ た例 で は,い ず れ もグル ー ミ ングが 解 発

され て い るが,何 らか の意 味 で 対 象 に直 接 向 け る こ とを 阻止 され て 自家 放 電 的 に 自 己 の身 体

に 向 け られ た もの と考 え られ る。Hideが 行 な う見 知 らない 人 間 が い る場 合 の,あ るい は空

中 グル ー ミ ング と交 替 して生 じる セル フグ ル ー ミング は,上 述 した例 と同 じよ うな過 程 で解

発 され た衝 動 が 代 償 的 に 自己 の身 体 に 向 け られ た もの とみ る こ とがで き よ う。 前 述 の よ うに

空 中 グ ル ー ミ ング とセ ル フグ ル ー ミ ン グは,見 慣 れ た実 験 者 との 関連 で ホ ー ム ケ ー ジ の通 常

観 察 で は多 く生 起 した。 ホ ー ム ケ ー ジ以外 の 実 験 ケ ー ジの条 件 で は,空 中 グル ー ミング は少

な くセ ル フグル ー ミング は多 い(FigureA-6)。 実 験 者 が5mに い る条 件 で空 中 グル ー ミ

ン グが 少 ない例 や生 じない 例 で,セ ル フ グル ー ミン グ は多 い(FigureA-5)。 こ れ らの条

件 は,通 常 観 察 の条 件 に 比 べ て,グ ル ー ミン グ を抑 え る要 因 が考 え られ,そ こ に生 じるグ ル

ー ミン グは 心 的 エ ネル ギ ーの 充 て ん が 低 い と考 え られ る。 そ して見 知 らな い人 間 の場 合 に は

セ ル フ グル ー ミン グだ けが 生 起 す る。 これ らの 空 中 グル ー ミン グ とセ ル フ グル ー ミン グの 関

係 は,想 定 され る心 的 エ ネル ギ ー量 の 多 少 と平 行 関 係 を示 して い る と言 え よ う。 この よ うに

見 る と,上 述 の セ ル フ グル ー ミン グの 発 生 メ カ ニズ ム に関す る考 想 は,さ して 理解 しが た い

もので は ない で あ ろ う。
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前田は,通 常の目標行動を一括 して一次反応 とし,何 らかの理由によって心的エネルギー
10)

の解放が阻止された時,滞 積した心的エネルギーを解放する過程を二次反応 と呼んだ。動物

におけるかかる意味の二次反応のうち阻止された行動 と,そ の結果生起する行動の類型が同

じで,向 けられる対象が変わるものとして変向行動(redirection)が ある。 変向行動は攻撃

行動に限って使われる用語で,多 くの場合優位個体に向けられない攻撃を劣位個体に向ける

形で生 じる場合にあてはめられる。 ある対象によって惹起された衝動がその対象に 向かわ

ず,別 の対象に向けて反応解消を見 る点では,セ ルフグルー ミングのある種のものは変向行

動 と同様の過程を経て発生す るとみな してよいことは,上 述のとお・りである。 したがって変

向行動に含めうる可能性もある。

5.

実験者が通常観察と同 じくHideの 前にいても摂食場面では,両 タイプのグルーミングは

約30分 経過するまで生 じなかった。この場合に,空 中グルーミングが生 じることがその一瞬

前に予測することができた。通常観察では,2様 式のグルー ミングに加えて,空 中になされ

るリップスマッキングや空中を見っめることが生起するが,見 知 らない人間がいる場合には

セルフグルーミングだけが生 じて空中へ向けられる行動パターンは全 く生起 しない。摂食場

面で空中グルーミングが予測できたのは,Hideが 実験者の方 を向いて 坐 り視線が空中に定

まるか らである。空中グルーミングをはじめとする空中に向けられるパターンの生起 と,セ

ルフグルーミングのみの生起 とが上述のように量的関係づけがで きるとしても,そ の現象形

態には大きい相違がある。 ここで次の観察例を挙げる。

岡山県中国勝山の比較行動学第2実 験所にある野外放飼場で,人 工集団形成実験に使用 し

た個体のうち10頭 を,豊 中市の心理学研究室のケージで飼育 している。そのうち1974年 現在

6才 以上の4個 体は,ケ ージ内の個別ケージにいる。 個別ケージは横に4個 ならんで固定さ

れ,個 別ケージの各個体は,ギ ロチンドアの僅かな隙間から隣接ケージの個体を見ることが

で きる。個別ケージと前面ケージは縦柵で仕切 られ,個 別ケージの個体と前面ケージの6頭

とは接触できる。通常はこのような配置であるが,個 別ケージの8才 オス(Pecho)が 他の実

験の被験体 となり1週 間他所へ移された。そ してPechoを もとの個別ケージに もどした時

の観察である。

優位個体を迎える音声が開かれ,そ の後 しばらくケージ全体に攻 撃 的変 向行動が展 開し

た。 それがおさま りかけると,前 面ケージの5才 オスが柵越 しにPechoに グルーミングを

始めた。Pechoに 隣接 した 個別ケージにいる6才 オス(Pinky)は,そ れを 見て5才 オス

を威嚇 し,僅 かな隙間か らPechoを のぞいて その方向に リップスマ ッキングをしなが ら,

10)前 田嘉明,困 惑行 動の転 位性 にっいて一人 間 と動物における緊張解放の過程一海星女子学院短

大研究紀要,No.1,1961.
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Pechoが い る側 の仕 切 り板 に対 して グ ル ー ミン グの パ ター ン を行 な った 。

この グル ー ミ ングパ タ ー ンは,ひ さ しぶ りに現 わ れ た年 長 個 体 に よ って グ ル ー ミング が強

く動 機 づ け られ た が,し き りに よっ て直 接 の グル ー ミング を 阻止 さ れ た た め生 じた もの と考

え られ る。 こ の場 合,グ ル ー ミン グ を解 発 した刺 激 と実 際 に向 け られ た対 象 は異 な る。 この

点 は,Hideの 空 中 グル ー ミ ング に も言 え る。 こ こで 解 発 刺 激 と な るの は,見 慣 れ た 人 間で

あ り,行 動 は空 中 に向 け られ る。 い ず れ に して も解 発 刺 激 に対 して グル ー ミ ング が な され て

い ない 。Hideの そ れ とPinkyの 行 な った グ ル ー ミン グ とが 異 な る点 は,Pinkyが 仕 切 り

板 とい う具 体 物 に対 して な した の に対 しHideは 空 中 にお い て な した 点 で あ る。

真 空 反 応 は 衝動 エ ネル ギ ーが 蓄 積 され た 結 果,解 発 刺 激 が な くて も生 じる行 動 で あ り,流

出行 動 は,不 完 全 な解 発 刺 激 で もそれ に 向 け て生 じる行 動 と定i義さ れ て い る 。H量deの 特 異

なグ ル ー ミン グ は見慣 れ た 人 間 との 関連 で 生 起 す るが,空 中 にお い て な さ れ,pinkyの は

Pechoと の 関連 で 仕切 りに対 して な され て い る。 だ か ら この2種 の グル ー ミン グ は,解 発

刺 激 と向 け られ た対 象 が 異 な る点 で 真 空 反 応,流 出行 動 とは異 な る こ とが わ か る 。真 空 反

応,流 出行 動 は過 剰 に 滞積 した行 動 エネ ル ギ ーの 解 消 とい う機 能 にお い て 相 似 た 行 動 で,少

な くと も後者 は,本 来 的(autochthonous)衝 動 に 基 づ き,前 田の 言 う意 味 で,一 次 反 応 で あ

る と考 え られ る。 しか しHide,Pinkyの 行 な った 特 異 な グル ー ミン グ はむ しろ二 次 反 応 に

入 れ られ よ う。動 物 が 欲求 阻 止 事 態 で示 す 二 次 反 応 に は1)転 位 行 動,2)変 向行 動,3)退
io>

行 行 動,4)神 経 症 的 反 応 な どが あ る。Hide,pinkyの 特 異 な グル ー ミン グ は,そ の うち 解

発 刺 激 と向 け られ た対 象 が 異 な る点 で変 向行 動 に 入 れ られ るか も しれ ない 。 しか し,実 際 に

向 け られ た対 象 を考 慮 して み る と,た とえ ばPinkyが 仕切 りに 対 して な した グル ー ミン

グ を変 向行 動 とみ る と,仕 切 り板 とい う不 適 切 な対 象 に方 向 が 変 わ った 点 で は流 出行 動 と言

え る面 もあ り問題 は複 雑 に な る。 む しろ 一般 心 理 学 の 用語 で あ る代 償 行 動 に入 れ る のが 適 切

か も しれ な い。

pinkyの 場 合 は,解 発刺 激へ の 視 覚 的 定 位 が な され た が,Hideは そ れ に 視 線 を 向 けて

い な い。 ま た解 発 刺 激 との 隔 た りが縮 小 した 場 合 には,緊 張 時 に見 られ る常 同 行 動 で あ る ひ

ざ を抱 え る行 動 が 生 じ,こ の時 は グル ー ミング は生 じな い。 か か る点 か らPinkyは 具 体 的

な 障害 物 に よ って グ ル ー ミング を 阻 止 され て い るが,Hideは 自 ら隔 た りとい う障 害 をっ く

って い る と考 え られ ま いか 。 一 般 的 に隔 離 ザ ル は,単 独生 活 を通 して サ ッキ ン グ,抱 きつ く,

攻 撃 行 動 な どの個 体 問 行 動 を 自 己 の身 体 に 向 け る傾 向 を身 に つ け る。 性 成 熟 の後 には,性 衝

動 は もっ ぱ ら自慰 行 動 で 解 消 さ れ る。 した が って外 界,こ とに社 会 的相 手 に対 す る適 応 的行

動 は乏 し く,ひ き こ も りが ちで あ る。 基 本 的 に この よ うな傾 向 を持 つ個 体 が個 体 間行 動 の冠

象 に対 して み ず か ら隔 た り とい う媒 体 を つ く り出す こ とは十 分 考 え られ る。

Hideは 人 間 と 視 線 を合 わせ る こ とが で きな い の で は ない 。 実 験 者 が 現 わ れ た 時,あ る い
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は 観 察 中 に も行動 パ タ ー ンが 移 る時,実 験 者 が チ ェ ック シ ー トを め くる な どの動 作 をす る時

に は,人 間 と視 線 が 合 う。 しか し,直 接 の 接触 を前 提 とす る グル ー ミング の 場 合 の み で な く

隔 た って い て も機 能 を果 たす リ ッ プス マ ッキ ング の場 合 に も,身 体 は人 間 の方 を向 い て い る

が,視 線 は人 間 の視 線 か らそ れ て空 中 に定 め られ て い る。 空 中 に対 して な さ れ る行 動 パ タ ー

ン を して い る際,決 して 人 間 と視 線 が 合 わ ない 点 に は,そ れ な りの意 味 が あ る と 考 え ら れ

る。 視 線 を向 け るの は,外 界 の変 化 に注 意 を払 い,情 報 をえ る 目標 指 向性 を持 った,場 面 に

適 応 した 行動 で あ る。 した が って,リ ップス マ ッキ ン グや 見 つ め る行 動 が 人 間 を見 て な され

ず,空 中 に 向 け て な さ れ る こ と 自体 がす で に事 態 に対 す る即 事 的 適 応 性 を欠 き,事 態 へ の現

実 的適 応 を基 準 にす れ ば,無 意 味 な行 動 で あ る。 この よ うに,即 事 的 な事 態適 応 性 を欠 き,

ま た本 来 な ら対 象 へ の定 位 を前 提 とす る の に,空 中 に定 位 さ れ て生 じる行 動 パ ター ンの 発現

を行 動 学 的 に説 明す る可 能 性 の一 っ は,行 動 エ ネ ル ギ ー の過 剰 な 滞積 の結 果 浴 れ 出 た エ ネル

ギ ー に よ る もので あ った。 しか し,こ の考 想 は少 な くと もHideの 空 中 グル ー ミング を は じめ

とす る空 中 に定 位 され た 行 動1¥ｰタ ー ン に は採 用 し難 い。 比 較 行 動 学 にお け る行 動 の範 躊 で,

上述 のこ っ の 要 件 を そな え た 現 象 と して 生 起 しう る行 動 は,真 空 反 応 を 除 け ば,転 位 行 動 か

9)示 唆
行動(A.ndeutungsbewegung)で あ ろ う。 転 位 行 動 は 種 に定 型 的 なパ タ ー ンが あ る の が

一 般 的 で
,Hideに の み 発 現 した 行 動 を転 位 行 動 とす る の は難 しい 。 示 唆 行 動 は,行 動 エ ネ

ル ギ ー の充 填 量 の 少 な い,す なわ ち 衝 動 の 強 度 が 弱 い 行 動 で あ るが,欲 求 阻止 事 態 を必 要 と

は しな い 。 この よ うに 見 て くる と,Hideの 空 中 に 定 位 さ れ た 行動 パ ター ンは,行 動 エ ネル

ギ ー の過 多,過 少 あ る い は変 形 とい っ た エ ネ ル ギ ー の 充墳 過 程 に お け る規 準 か らの あ るか た

よ りのみ に よ っ て は説 明 しっ くす こ とは で きな い と考 え られ る。上 述 の よ うに空 中 グル ー ミ

ン グ,空 中 リ ップ スマ ッキ ング,空 中 を見 っ め るな どの行 動 パ タ ー ンは,こ れ らの行 動 を惹

起 した と考 え られ る対 象 へ の定 位 を欠 き,目 標 指 向性 の な い無 意 味 な行 動 で あ る 。 この こ と

は,Hideが そ の 時 に 置 か れ て い る現 実 の状 況 を なか ば遮 断 してい る こ とを表 わ して い る と

考 え られ る。 ま た これ らの 空 中 に定 位 され た行 動 パ タ ー ンは,セ ル フ グ ル ー ミング との交 替

を混 じえ て生 起 す るが,こ れ ら以 外 の行 動 を排 除 した 形 で,ま とま って 連 続 を なす こ とが 多

い。 これ らの 点 は,空 中 に 定位 さ れ た行 動 を行 動 エ ネル ギ ーだ けか ら説 明 す る以 外 に他 の説

明 の可 能 性 が あ る こ とを示 唆す る。

要 求 阻止 の力 学 が成 立 した事 態 で生 活 体 が行 な う行 動 形 式 を,人 間 心 理 学 に求 め る と種 々
10)

の形 式 が あ る が,そ の 中 に非 現 実世 界 へ の逃 避,空 想,白 昼夢 とい う形 式 が あ る。 こ の よ う

な人 間 の行 動 と,Hideの 行 な う空 中 に定 位 さ れ た 行 動 に は何 らか の 類 似 性 が あ る 。 もち ろ

ん,人 間 とサ ル の存 在 構 造 の相 違 を反 映 して,こ れ らの 間 に相 違 点 は大 きい 。 しか し,ど ち

らも何 らか の 意 味 で 要 求 阻 止 事 態 で 生 起 す る 点,お よび現 実 の状 況 か らの疎 隔 が 見 られ る点

な ど,行 動 の基 本 的 特 徴 にお い て類 似 性 を認 め る こ とが で きる 。 た だ人 間 の それ らの行 動 は
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白昼 夢 を 除 け ば人 間 に 一般 的 に 見 られ るが,空 中 グ ル ー ミン グは,母 子 隔 離 を 受 け た ニ ホ ン

ザ ル の うち で もHideに の み 見 られ る こ と は問 題 と して 残 る。

Hidcは その 前 に見 慣 れ た 人 間 が 坐 る と,空 中 に グ ル ー ミング,リ ッ プス マ ッキ ング を 向

け,空 中 を見 入 る。 ま た上 述 した よ うに これ らの空 中 に定 位 さ れ た行 動 パ ター ンは,そ れ ぞ

れ 時 間的 に近 接 して,一 っ の ま とま りの 中 で生 じる。

こ こで あ え て推 論 を試 み る な らば,こ れ らの行 動 パ タ ー ンを,次 の よ う に考 え られ な い だ

ろ うか。Hideは,現 わ れ た 見 慣 れ た人 間か ら隔 た り とい う媒 体 を っ くり,な か ば外 界 を遮

断 したか た ち で見 慣 れ た人 間か ら解 発 刺 激 をっ く り,そ れ に対 して3様 式 の行 動 を 向 け て い

る の で は な いか 。 か か る刺 激 は安 定 しない た め,し ば しば セル フ グル ー ミ ング と 交 替す る

ので は ない だ ろ うか 。 空 中 グル ー ミン グ は,こ の よ うな意 味 で 代 償 性 を持 っ行 動 で は な い だ

ろ うか 。

これ は,あ くま で推 論 にす ぎな い が,Hideの 行 な う 空 中 に定 位 さ れ た行 動 パ タ ー ンは,

行 動 の エ ネル ギ ー論 だ けか らで は説 明 で きず,Hideの 内 面 性 を 問 題 と して 焦 点 化 せ ず に は

十 分 説 明 で き ない よ う に考 え られ る ので あ る。

6.

以 上 は1973年7月 か ら10月 ま で に行 な っ た実 験 観 察 の記 録 を 中心 に考 察 した の で あ る が,

最 後 に最 近 のHideの 変 化 につ い て 簡 単 に触 れ た い。 現 在 も原 則 と して週 に一 度 は ホ ー ム ケ

ー ジで 観 察 を行 な って い る が
,空 中 グル ー ミング,セ ル フグ ル ー ミン グ と も に 著 し く 減 少

し,特 に前 者 は生 起 しない 観 察 機 会 が多 い。 それ と並 行 して,ケ ー ジ の清 掃 の た め接 近 した

筆 者 に攻 撃 行 動 が 生 じる よ う に な った。 以 前 は,筆 者 が他 の人 間 とHideの 前 に立 っ た場 合

に筆 者 以 外 の 人 間 に は攻 撃 を向 けた が,1人 で 接 近 した場 合 も含 め て筆i者に は攻 撃 を 向 け な

か った 。最 近 は ホ ー ム ケ ー ジで の観 察 で 空 申 グル ー ミン グが ほ とん ど生 起 しな くな っ た の は

上述 の通 りで あ るが,実 験 ヶ 一 ジでWakoと は別 のオ ス と出会 っ た 際 に,人 間 の方 を 向 い て

空 中 グル ー ミング が生 起 した 。 さ ら に,実 験 ケ ー ジで メス に出 会 っ た際 に,メ ス に対 して 実

際 に グ ル ー ミング を行 な った 。 この よ う な変 化 は,Hideが 発達 的 に 先 の 段 階 へ 移 って い る

こ とを示 唆す る よ うに 思 わ れ る。 特 に,見 慣 れ ない オ ス とホ ー ム ケ ー ジ以 外 の ケ ー ジ にい る

条 件 で生 起 した空 中 グ ル ー ミング は,か か る条 件 で は 高 い 緊 張 が もた ら され る と考 え られ,

1種 の退 行 現 象 とみ る可 能 性 もあ るか らで あ る。 本 報 告 で は発 達 とい う時 間 軸 を考 察 に取 り

入 れ て い な い が,そ れ が で き るた め には,,a後 も実 験,観 察 を通 して 隔 離 ザ ル の発 達 を追 跡

す る こ とが一 っ の方 法 で あ ろ う。
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IV.要 約

生後88日 で 母親か ら隔離され,約9カ 月単独生活をするという幼体期経験を持ち,本 年9

才になったオスのニホンザルHideが 行なう空申グルー ミングに焦点を合わせて,そ の発生

条件を実験的に分析 し,そ の行動パターンの意味を考察 した。

空中グルー ミングは実験者のいる方向を向いてなされるが,視 線は人間に合わずセルフグ

ルー ミングと交互に交替 して生起する。

観察の結果,変 化の乏 しい飼育環境条件の中で,Hideは 見慣れた実験者がその前に現わ

れると空中グルー ミングが生 じることがわかった。同様の条件で も,見 知 らぬ人間が現われ

た場合にはそれは生 じない。また実験者以外に関心を惹 く餌,異 性個体などが存在する条件

で も生 じない。 ホームヶ一ジ以外の 実験ケージでは 頻度が減少するなどの 諸事実がわかっ

た。

空中グルー ミングを見て想起されるのは,K.Lorenzの いう真空反応であるが,特 に実験

者の存在 との関連で生起す る点から,真 空反応ではないと考え られる。 しか し,実 験者 との

関連で生起す るとはいえ,空 中グルー ミングをはじめとする空中に定位された行動をする場

合,Hideは 人間に視線を合わせていない。この点に注目すると,こ れ らの行動パターンは,

置かれた事態への即事的適応性が欠如 し,そ の点から見て無意味な行動であることは明らか

である。 したがって人間が要求阻止事態でする非現実世界への逃避,空 想などと生物学的基

盤を同じくすると考えられる現象 として,い いかえればサルの内面性の問題 として扱われる

べ きことが示唆される。
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FigureB FigureD

FiguteC
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「正gureL

FigureB,C,D

F孟gureE

空 中 グ ル ー ミン グ。 片 手 です る時 と両 手 です る 時 とが あ る 。Dで は,口 が わず か に 開

い て い るが,こ れ は リッ プス マ ッ キ ン グで 口が 開 い た 瞬 間の もので あ る。

空 中 グ ルー ミン グに 交 替 した セ ル フ グル ー ミン グ。
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FigureF-1

第2位 オ ス(Rikinio)と,そ

の フ オ ロ ワ ー(Keriina)が 真

近 に い る。Keriinaは2歳 の娘

に グ ル ー ミン グ を して い る 。

F-2

それ を見 て い たRikinioは セ

ル フ グ ル ー ミン グ をす る。 こ

の よ うな セ ル フ グ ル ー ミン グ

は,グ ル ー ミン グ を して 欲 し

い とい う信 号 とな る こ とが あ

る。

F-3

Keriinaは 娘 に グ ル ー ミング

を しっ づ け た 。Rikinioは そ

れ を妨 害 し,か っ グ ル ー ミン

グ を請 求 して 娘 の 上 に横 に な

った 。
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F-4

す る とKeriinaと 娘 は,恐 れ

た た めか それ ぞれRikinioか

ら離 れ た。

F-5

ま もな く,KeriinaはRikinio

の 近 くに も ど りセ ル フ グル ー

ミン グを 始 め た 。

F-6

そ の あ と,KeriinaはRikinio

に グ ル ー ミン グ を 始 め る。
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F-7

しば ら くグル ー ミン グが っ つ い た 後,

Keriinaは 交 替 を 請求 して 横 に な っ

た 。 しか し,Rikinioは それ に 応 じ

ず,セ ル フ グ ル ー ミン グ を始 め る。

F-8

Keriinaが ず っ と横 に な って グ ル ー ミ

ング を 請求 しっづ け る。 グ ル ー ミング

を して欲 しいRikinioは 体 を か く。 こ

の 自 己 の身 体 を か くパ ター ンは 転 位行

動 と考 え られ る。 この パ ター ン も交替

時 に よ く見 られ る 。

F-9

そ の こ,Rikinioは 再び グル ー ミン グ

を 請 求 して 横 に な った が,Keriinaは

去 って しま った 。
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FlgureG-1

母親 か2歳 の娘 に ク ル ー ミン ク を して

い る。

G-2

母 親 は グル ー ミン クを や め,セ ル フグ

ル ー ミンク を す る 。 娘 は 同 し位 置 に と

とーま って い る 。 か か る事 態 て クル ー マ

ー の 交 替 か 見 られ る こ とか あ る 。

G-3

娘 か交 替 しな い た め か,母 親 は横 に な

って クル ー ミン クを 請 泳す る 。

G-4

そ れ に応 して 娘 か 母 親 に ク ル ー ミンク

す る 。
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H-2

しば ら く セ ル フ グル ー ミン グ を し た

後,娘 は 向 きな お って 母に グル ー ミン

グを 始 め た 。
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SOCIALBEHAVIOROFJAPANESEMONKEYSREAREDIN

MATERNALDEPRIVATIONDURINGINFANCY

1.GROOMINGPATTERNOFAMALENAMEDHIDE

NOBUYUKIUKAI

Hide,agedgyearsin1974,wasdeprivatedfromitsmotherdu血gtheperiodfrom88days

tolyearofage.Hehasdevelopedmanyabnormalbehaviorpatternssuchasdefinedas

stereotypedbehaviorsduetothematernaldeprivationrearing,oneofwhichincludesstrange

patternofgrooming.Hisgroomingwasdirectedtotheair,nottoasocialpartner.Hide

gazedatacertainpointintheairandgroomedtoitinsmackinglips.Thisgroomingpattern

wasnamedvacantgrooming(Fig.B,C,D).WheneverHideshowedthevacantgrooming,

hesatfacingtowardahumanobserver,butnotgazingdirectlyathim.Thevacantgrooming

tendedtoshiftsoonintoauto-grooming.Aftertheinitialshift,eachgroomingpatternoccurred

oneafteranother.

Theaimofthisreportistoexaminedeterminantsofthevacantgroomingbyobservingit

underthefollowingconditions(Fig.A).

1.HidewasleftaloneorpairedwitharoommatemaleWakointhehomecageandwas

notexposedtoanyhumanobserver.Thevacantgroomingdidnotappearinthiscondition.

2.HidewaspairedwithWakointhehomecageandwasexposedtoanunfamiliar

humanobservertoHide.Thevacantgroomingdidnotappearinthiscondition.

3.HidewasleftaloneorpairedwithWakointhehomecageandexposedtoafamiliar

humanobservertoHide.Thevacantgroomingappearedinthiscondition.

4.Hidewasleftaloneintheexperimentalcageandwasexposedtoafamiliarobserverto

Hide.Frequenciesofthevacantgroomingweremuchlessthanthoseinthehomecage.

5.Hidewaspairedwithanadultfemaleintheexperimentalcageandwasexposedtoa

familiarobserver.Thevacantgroomingdidnotappearinthiscondition.

6.且idewasplacedinthecondition2exceptfbrthatfbodwaspiacedinhomecage.The

vacantgroomingdidnotappear.

K.Lorenzdescribedthevacuumactivityinakindofdove.Thevacuumactivityseemsto

besimilartothevacantgrooming.However,theresultsofthisstudyshowthatthevacant

groomingoccurredwhenHidewasexposedtoafamiliarpersonwhosatinfrontofhim.

Therefore,itisdifTiculttodefinethevacantgroomingasavacuumactivity.

Asmentionedabove,Hidedidnotgazeatanobserverwhenheengagedinthevacant

groomingorinvacantlip-smacking.Theimplicationofthisbehaviorwouldbeimportant.

Ingeneral,visualorientationsfunctiontocollectusefulinformationsforadaptationofan

organismtoexternalenvironment.Therefore,thevacantgroomingofHidewhichlacked

visualorientationtoasocialpartnerhadnotadaptabilitytosocialsituationinprofound
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sense.Inotherwords,itwasnotgoal-directedbehaviorinsocialsituation.Itmaybesaid

thatHidedidnotactproperlytoexternalenvironmentandwasengagedinauto-directed

activitiessuchasthevacantgroomingandvacantlip-smacking.Thepatternandfunctionof

thevacantgroomingmaybesimilartothoseinhumansubjectswhoshowsuchbehaviors

as"escapetofantasy"infrustratedsituation.

ρ


